第29回L-band RF Gun開発G会合

日程：2011/4/13(水曜）

時間：10時30分より60分程度

出席者：浦川、高富、高野、早野（KEK会場）、磯山、加藤、川瀬（阪大会場）、飯島、増元、栗木（広大会場）

接続：VIDEO-MCU2+WEBEX

◯磯山先生より、阪大空洞の製作状況について報告があった。

3/7-11まで、福島県喜多方市の大和製作所において、最終加工、周波数測定をおこなった。ほぼ目標である1300.3MHzまで周波数を追い込んだが、深さ110um程度の打痕が空洞内壁に発見された。追加工による補修は無理と考え、該当部分を削りこんだ上で、円筒状の銅パイプを鑞つけする予定。

Q:今後のおおまかな予定は？

A:鑞付けの工程数が増えるため、新たな鑞材の手配に一ヶ月位は必要。次回の会合で結果を発表できるかも。

◯早野先生より、STFの震災でのSTF被害状況等について報告があった。

震災によるSTFでの被害は、幸い限定的であった。冷却水配管の破断があり、修理が必要だ。被害は大きくはないが、他の施設の復旧が優先されるために、冷却水の復旧には二ヶ月程度必要と見込んでいる。現状で全体計画は二ヶ月程度の遅れで進行している。STFでのRFプロセスは六月下旬からを予定。

Q：RFGプロセスはいつごろから可能となるか？

A：六月下旬に冷却水が復旧し、クライストロンの運転が可能となった後だ。DESY-FNAL空洞と阪大空洞とで時間を分けあうことになる。

Q：他の作業（Cold-massの搬出等）との干渉はどうか？

A：全体として二ヶ月送れているが、電力や水などの条件がない作業は余裕がある。６月末までにCold-massを搬出しておけば、作業の干渉は生じない。

次回会合は5/10（火曜）13時30分より

文責：栗木　　

